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大阪で独立し今年で 15年ぐらいになる。最初は無意識

下の疑問を解きほぐす形で仕事を進めてきたが、最近よ

うやく自分のしようとしていることが少し見えてきた。 

2000 年のオルレアン（仏）でのアーキーラボという

若手建築家のデザイン会議における一番のテーマは『グ

ローバルリズム』であった。以前からマクドナルドがヨ

ーロッパに進出し、古い街並みの中にたくさん入り込ん

できたので、ヨーロッパの建築家達からは「各都市のア

イデンティティーが壊される」とアメリカ的グローバル

リズムに批判的意見が出た。しかし旧来の社会を守るほ

ど世界は閉鎖的でなく、我々は日常インターネットを使

い飛行機でどんどん人が行き交う様に非常に開放性の

高い状態が片方にあり、マクドナルドと言え排除できる

訳でない。またなぜ排除する必要があるのかという問題

もそこにはある。マクドナルドを象徴するのはＭのマー

クの黄色い看板と、もう一つはその地域ではいつでも・

どこでも均質な味と値段で売っていることである。アメ

リカという広い国でどこで食べても同じ味・サービス・

金額で、一つの均質性をサービスの大前提にしている。

実はグローバリズムはその延長上に、経済の資本主義の

延長上にあると思う。それが我々の社会を豊かにしてく

れるならば排除する必要はないが、一方で地域に根ざし

てきた文化を壊してしまう恐れがある。そこにグローバ

リズムに対するローカリズムが出てくると、その時の議

論を振り返りながら思っている。 

その頃、ヨーロッパでスローフーズが話題となって

いた。あれから２年程経ち日本で今流行っているが、我

が国では「いわゆる地域性のあるものが良い」という側

面だけが強くなっているようだ。本来その背景はグロー

バリズムとローカルリズムのせめぎ合い、と言うか自分

の生活のポジションあるいは価値観をどこに置くのか

という非常に重要な問題があるのだが、そこの視点が抜

けている気がする。その時の「スロー」とは、簡単に言

うと均一化する社会に対して多様性というものをどこ

に求め、如何に守っていくのか？あるいは自分がどのよ

うに実践していくのか？がその言葉に象徴されること

だった。そんな観点から私が日頃やっている仕事につい

て語りたい。全体を流れるテーマとして「スローテクチ

ャー」としているが、私の意識にあるのはいつも「均一

性」と「多様性」という建築あるいはそれ以外の分野で

もよく使われる言葉だ。技術という非常に均一な方向性

を持っているものと、常に多様性を出したいという建築

を造る側の意識とが、如何にせめぎ合って実現化してい

くかが建築家サイドのテーマであり、私自身の大きなテ

ーマでもある。もう一点は、非常に社会がグローバル化

しているので、日本の中だけで考えている時代ではなく、

対アメリカ・ヨーロッパあるいはそれ以外の国、あるい

は最近では中国との関係といった、まさに非常に国際的

な関係が激動している中で各自のポジションをどう考

えていくのかが重要なテーマ、あるいは意識ではないの

かと常に考えている。 

先ずはその様な問題意識から大阪市内の看板を取り

上げた。看板のあり方を、まずは非常に即物的な看板で

単純な情報のみを出しているものから、レベル２・レベ

ル３・レベル４にいくにしたがって、それ以外の要素を

絡めながら人々の欲望を喚起するというような複雑な

ものまであるのではないかという事で、それをサンプリ

ングし分類してみた。 

レベル１：歯医者の看板は単に名前だけで自己の一

部を証明している。また『各種定食６００円』と６００

円だけ目立つように赤を入れているが、２～３ぐらいの

要素で成り立っているものをレベル１ぐらいと設定し

ている。『げんこつラーメンがついています』も単純な

看板で、内容は名前と値段、色は２種類である。『喫茶

軽食』は青色とそれから名前、中身を表している。『古

美術』では、まったく古美術のイメージを出しておらず、

白に黒で書いてある単純なもの。『たばこ・鈴木』はた

ばこを売っている鈴木さんだろうが、これも単純だ。

『皮膚科』という色がちょっと出ているが単純なものだ。

『パンク』赤を使っているところが多少危険なり、目立

ち目に入りやすいということだろう。 

レベル２：『虎の子ホーム』は黄色と黒でちょっと虎

というビジュアルイメージを出している。『くすり』ま

さにカプセルのビジュアルを使いながら薬を表現して

いる。『はんこ』も見たままですが、徐々にビジュアル

の要素が増えている。『占い』はまさに白と黒によって

神聖さ、占いの空間イメージを出している。『花と盆栽』

は花＝植物なので緑という非常に単純な構成だが、色を
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使うことにより伝える内容を増やしている。次の例は赤

でちょっと危険を知らせている。これは文字情報をビジ

ュアルで、なんとなく動きがありなんか元気そうだとい

うメッセージをだしている。 

レベル３：電気仕掛けで赤・黄色にピカピカ光って

注目を引きメッセージを強く出し、人々の目を引こうと

している。また別の例は魚の絵を書いて具体的にメッセ

ージを出そうとしている。『くまのプーさん』では喫茶

とプーさんとはあまり関係がないが、プーさんという誰

もが知っているイメージを使っている。次の例は言葉に

よる肉付けで、『衝撃の』という言葉が１つ入っていま

す。直接的な言葉だが、これを使ってメッセージを強め

ようとしている。『金龍のラーメン屋』は龍というもの

をイメージ・ビジュアルとして使い、強く出している。

『お湯』お風呂屋さんで、ここではお湯のマークを使っ

ている。『楽器屋』さんでは楽器そのものがビジュア

ル・絵として出ている。 

レベル４：レベル４になるとイメージは、すでに社

会的に流通して共通認識となっているものを使いなが

らメッセージを出す様に使われる。ところがその看板自

体がすでに一般社会に流通してしまって、表示物特有の

メッセージではなくなっているところが少し微妙な看

板になっている。『かに道楽』では有名な動くカニがす

でにこれだけで単独のイメージとして独立しており、良

し悪しは別にして、社会・街にとって非常に装飾的要素

になっている。看板から街の装飾に変わっていっている

状態である。次も『キリン』という誰もが知っているブ

ランドを利用し、なおかつこのキリンの看板自身は、社

会性のある看板として広がりを持ってメッセージを出

す。『食い倒れ』の人形も同じで、なぜこの人形が食い

倒れであるか誰も知らないが、認知されて路上の装飾物

の一つになっている。戎橋の『グリコ』の看板、左右に

ある看板も同じだが、これを見てここに行こういう訳で

はない。もちろん人を呼び寄せるためのものではないが、

一つの広がりのある社会的な装飾性を持ったものにな

っている。 

ここまでは看板だったが、日本の街を見るとこのよ

うな看板が比較的多い。なぜ看板が多いのか？ヨーロッ

パよりも中国や香港などアジア地域に看板は多い。これ

は個人的見解だが、装飾あるいは看板というものを我々

は固定的に考えないのではないかと思う。我々を取り巻

く色々な要素を常に入れ替えていく。交換性が高いと自

分では呼んでいるのだが、固定したものではなく、交換

性の高い情報提供装置と認識をする場合がわれわれは

多いと考えている。 

今度はその『ねた』を多く集めてみた。スライドは

まさに寿司の『ねた』だが…。寿司という食の形式は握

られた米の上に乗せる色々な『ねた』が変わる。『ねた』

が変わることにより食べ物としてのバリエーションが

たくさんあることになる。固定された形式と装飾性とい

うか、表現としての多様性が現れている。直接看板に結

びつくわけではないが、多様な可変性が見受けられるパ

ターンである。 

可変性を空間的に考えてみると、身近なもので『屏

風』がある。日常的に和室を活用しない限りそんなに目

にすることはないが、体育館や会議の演台の後ろに立て

たりする。『屏風』はたたんであちこちにすぐ移動でき、

セットすることにより空間の質を変えていく。一つの簡

易な可変性がみられる空間的事例だと思う。少し飛躍す

るが、可変性の代表的な事例に『伊勢神宮』がある。さ

まざまな理由が述べられているが、これは江戸時代以降、

式年遷宮で建て替えられるようになった。固定せずに記

号と言ってしまってもかまわないと思うが、ある記号を

入れ替えて空間づくりをしていく典型的な事例ではな

いかと思う。工事現場の神事では、地鎮祭・上棟式など

だが、これも非常に簡易に「ちょっと来て頂戴」と言う

とすぐ神様がここに降りてきてくれる非常に手短な可

変性がある。和室を見てみるとこれに近いのだが、日常

持っている『ふすま』を開閉することにより、その場の

空間が変わる。それも奥のほうまで繋がって行ったり、

どこかで閉めると一まとまりの空間になる。非常に変化

しやすい。『座布団』のおもしろいところは、誰かが座

っていたものを別のお客さんに出すとか、場面を変える

ときに表裏をひっくり返す。そうすることで次は違う場

面になり、空間・状況が入れ替わってしまう装置になっ

ている。これも非常に簡易にその場の空間性・質を変え

てしまう方法ではないかと思う。 

『スローテクチャー醒ヶ井』というプロジェクトは今

年の春竣工した。場所は滋賀県の醒ヶ井駅。駅前に非常

に細長い敷地があり、そこに地域の複合施設として計画

したものだ。ここでは、「今までにあった可変性のある

部分と余り変わらない部分とを建築の中で考えられな

いだろうか。それも一平面ではなく、いくつかのレイヤ

ーで可変部分と不変部分を重ね合わせながら考えてい

けないだろうか」ということを意識的に試みた。１階が

比較的オープンになっており、今の状態は下の階はいろ
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いろなショップが来たり、いろんな人が入り込んだり自

由に変化をしながら使っている。二階は会議室と実習室

で比較的動かない部屋が入っている。一層目と二層目に

分けて、変化するものとそうでないものを設定した。こ

の建物は外壁が非常に特徴的で、『コールテン鋼』＝仕

上げをしない鉄板を使っている。これは表面にさびを発

生させ、安定さびを使ってそれ以上さびを進行させない

というものだ。気象条件によってはどんどん進行する場

合もあり、平面の屋根上で使用するには危険な場合が多

い。駅の広場側から見ると、下階がオープンになってお

り、今は花やいろんなものが置かれて市場みたいになり

看板も沢山取り付いている。ただし上の部分は変わって

いない。但し変化しない部分も、人為的変化はないが、

自然の状態によりこのさびがじわじわと変化していく。

固定された状態と変化する状態、人為による変化と自

然・時間による変化が二層に重なるという考え方をして

いる。この施設は地域の特産品の販売などをやっている。

奥のほうにはレストランがあり、地元の人が直接運営し

ていて、いろんな地元の食べ物を出すといった場所にな

っている。二階は通路で全体が連続する状態になってい

おり、いったん中から外へ出てまた中に入り込む。 

柱・建物だけの即物的状態と、それに対していろんなメ

ッセージを出し装飾化したいという片一方の欲望があ

り、そこには常に幅があると思うがその両方をミックス

している状態がある種の楽しさになるのではないだろ

うか。 

この後に説明する私の仕事のためにごくごく当たり前

のヨーロッパの建築について考えることにする。日本と

ヨーロッパの違いは基本的には歴史にあると思ってい

る。基本となっているエジプトのピラミッドの後に、シ

ンメトリーの建築が出てくるが、石でできているので非

常に重力の影響が強く出る為にシンメトリーでないと

安定せず、地震でなくとも壊れてしまう。こうしたこと

がヨーロッパの建築の考え方を非常に強く方向付けた

のではないだろうかと考えている。近年になっても全て

シンメトリーでできている。１９世紀ぐらいになると鉄

が出てくるが、やはり３０００年以上も石と格闘してき

た背景はそう簡単に変わらず、鉄が出てきても非常にシ

ンメトリーなものになっている。エッフェル塔も同じで、

表現的なものや少し崩れている部分もあるがやはり基

本はシンメトリーである。 

バウハウスの校舎の建物は、シンメトリーというよりは

鉄の少し違う使われ方の事例だが、躯体はコンクリート

でできていながら鉄・ガラスを前面の材料として使うと

いうことで、石の表情とは少し異なる事例である。 

コルビジェのサボア邸は一階がガラスとスチールなど

が使われる事で、若干シンメトリーが崩れているが、一

部はシンメトリーになっているわけで、これは過渡期で

はなしに違う要素が混じっているが、シンメトリーな方

向性が強いのではないかと思う。 

同じ時代のペレーの教会はコンクリートの本格的な建

築で、石と違いコンクリートは非常に可塑性がある、あ

るいは自由の利く材料を手に入れたにもかかわらず、シ

ンメトリー性はなかなか彼等には壊せないということ

がいえる。 

時代が前後するが、ベーレンスが設計したベルリンのＡ

ＥＧの工場もスチールでできた工場であるにもかかわ

らず、パルテノン神殿のような非常にクラシックな三層

構成を採用している。基壇・柱・屋根、ペディメントが

乗っておりなおかつシンメトリー。自由の効くはずの鉄

を使っているにもかかわらず石の伝統そのままにクラ

シシズムの考え方で作っていると思われ、近代のイメー

ジを出してはいるが、やはり連綿と続いてきたヨーロッ

パの延長上のものだということを改めて思う。 

シカゴのバリティー社のオフィスビルは、初期のころで

きたガラスと鉄によるカーテンウォールのビルだが、や

はり表情が均質性を持っておりシンメトリカルで三層

構成。また違った側面としてミースの作品もあるが、よ

く見ると基本的に伝統的な構成は外していない。基壇・

柱に代わるもの・屋根があってベディメントが乗ってお

りシンメトリーである。そこにアイデンティティー、考

え方がどうしても見えてくるのだと思う。これに対して

思うのは、日本人のアイデンティティーとはいったいな

んだろう？ヨーロッパ人と同じように背広を着て靴を

履いて、ステーキやスパゲティーを食べたりしている。

だけど違う部分もあり、それは何だろう？といつも気に

なる。 

ロンドンにあるロイズ本社ビルは少しシンメトリーを

意図的に崩している。イギリス、ロンドンが持っている

ババリアンゴシックの影響が少しあるのかと思う。ヨー

ロッパだからといって全てが必ずしもそうではないと

いう意味だ。ただし香港の香港・上海銀行などは逆にシ

ンメトリーになっていく。もちろん構造の問題はある。

重力が働いているわけだから、非常に重いものを左右不

均等に作ると安定性が壊れるということはある。構造と

構成は基本的には一致するほうが安定する。しかし見え
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てくる表情がそのまま構造を表現しているかどうかは

怪しいものがある。梯子状のペア柱は構造的な部分だが、

エレベーターの塔には基本的に構造性はない。しかしこ

れは比較的構造性を強く表現している。 

簡単な竹みたいなもので覆いができていて、その下で

日向ぼっこをしているとする。構造物は石ではなく非常

に全体が軽い。竹がどこにあっても可変性の効く成り立

ちをしている。重さというものは不可変なもので、軽さ

というものは非常に可変性があり、それが開放性にもつ

ながっているのだと思う。前述の、我々に何ができるの

か？という疑問に対し、こういった意識、日常的に軽さ

を感じられる意識の延長上で、建築や街が考えられると

少し違ったものもできるのではないかとも思っている。 

認識や考え方の違い。柏餅など、我々の身の回りにあ

る和風の食べ物はなんとなく一まとめにくるんでしま

う・包みこむものが多いのではないか。中華ちまきは、

日本のものにもこれに近いものはあるが、帯状のもので

一まとめにくるんで中に何かおいしいものがある。先ほ

どの日向ぼっこもなんとなく包まれている、という軽い

雰囲気があったとも思う。 

その様ななんとなく包みこむ考え方に対し、ヨーロッパ

では物事の構成メンバーをはっきりさせ位置づけもき

っちりして固定化してしまう。固定化することによって

非常に強くなる。あるいは常にその状態である、同じ事

を再現できる素晴らしい面もある。プラトン立体のフレ

ームは宇宙をイメージした立体系だが、ＸＹＺ軸で空間

や世界観を表している。これと近いものを文字で言うと

基本的にはローマ字圏で、ＡＢＣといったアルファベッ

トで構成して言葉を作り意味を生み出すということも

先ほどの考え方の背景につながっている。かたや漢字は

なかなか分解することはできない。ＡＢＣのように分解

して全体を表すものではなく、『さんずいへん』をもう

一度分解するとすでに意味がなくなる。意味の構成が全

体で出来上がっているという事と、片や要素が組み合わ

さり配列により意味が形成されるという違いがある。同

じような話に『時計』がある。時計の一個一個の歯車は、

役割・機能を担いその場所にあって、どことも入れ替わ

りが利かない。一個外れても機能しない。その代わり非

常に性格に時を刻んでくれる。かたや水時計は、水とい

う単純な材料を使うことによって時を刻むことも可能

だが、これは天気や見る人により微妙に誤差が出る。精

密な時計とは違いアバウトだが、同じように時を知らせ

てくれる。それぞれの違いがある。同じ物で日時計とい

うものもある。ただしこれは天気が悪いと時刻がわから

ない。しかし先ほどの歯車時計は、いつでも・どこでも・

誰でもが判る時刻を提供してくれる。しかし水時計・日

時計・砂時計など、それぞれに別の時を知らせる方法も

あるのだ。 

ピザもトッピングの平面的な配列は決まっており、それ

ぞれの役割を担っていて、平面的な機能のゾーニングに

比較的近い。これと違いマクドナルドのハンバーガーは

縦方向、縦列的にそれぞれの役割・機能が入ってくる。

一層目に何を置いて、二層目に何を置くかといった縦方

向。比較的空間のイメージがあるわけだが、レイヤーに

よって分けられているとも言えなくもない。 

一方、日本のお菓子・食べ物を見ると、包まれている・

一くくりになっている。『餃子』はくるまれた中にいろ

んな『ねた』が入っていて、それがおいしい食べ物とし

ての良さの原点にもなっている。文字からさっきちょっ

と飛躍したが、これが『連綿体』という文字です。連続

するの「連」に綿密の「綿」、「体」はからだ。文字をつ

なげ言葉としての意味を表すというものだ。先ほどのＡ

ＢＣという一つ一つの要素で意味を表す文字と、正反対

であると思われるが、連続する文字の方法から私自身の

言葉として『連綿帯建築』というものを考えた。連綿帯

の「たい」は帯という文字である。 

『れんめんおびけんちく』を『れんめんたいけんちく』

と呼んでいるが、帯状に連続する建築。今まで語ってき

たのは私自身の考え方で、「要素として比較的分けやす

いものと、分けにくい・一連のつながりの中にあるもの」

という２つの分け方が出来るのではないかと考えてい

る。もちろん中間やそれ以外もあるが。大きく方向性と

して分けると、一つながりにつながっている物という見

方ができる。そのへんに一つの日本的・あるいはアジア

的原点があるのではないかと思いながら、そういった建

築の可能性を考えられないかということでいくつか作

ったものを次に紹介する。 

帯は反物をはずすと長い帯状になる。こんな考え方を展

開された『三宅一成』さんが面白い服のデザインをされ

ているが、それは西洋的に紙型・型で分解して縫いつけ

る方法でなく、連続する方法の一つの表れではないだろ

うかと思う。 

ここからまた私の仕事にもどる。「スプリングテクチャ

ー播磨」という４～５年前にやった兵庫県の山の中にあ

る公衆便所。帯状のものを３つの円筒形のところを縫う

ように連続させ、公衆トイレと必要な空間を作れないだ
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ろうか？ということで考えたものだ。身障者用のトイレ

があって、こっち側に男子トイレ・女子トイレという平

面上の機能から言うと、日本中どこにでもあるという単

純な公衆トイレだが、ここでは鉄板の薄い波型のものを

つなぎ合わせぐるぐると連続させて、それぞれ３つのス

ペースを作り出した。これはそれぞれのスペースが連続

しながら、なおかつどこからでも出入りできる。「固定

された入り口・固定された方向性を無くしたい」と考え

たので、なるべくオープンな状態にしている。試みたか

った事は、屋根が壁になり床になり、また壁になり内側

の天井になり内壁になり、またここから外側になって外

壁になるというずっと連続するものだ。２つのポイント

がある。普通、建築というものは屋根・壁・床・柱・は

り、といういろんな要素を組み合わせる。まっすぐ立っ

ているものが「柱」横になっているものが「梁」なのだ

が、これはどこまでが屋根なのか・はりなのか・天井な

のかわからない。一つは基本的な「構成する」考え方と

は違う考え方・違う方法を少し見つけられたのではない

かと思う。 

もう一つは内外が連続すること。通常、建築は中外を区

切るために作るが、そうではない在り方も余地としては

あるのではないかと思う。この前提にメビウスの輪とい

うものがあるが、もともとそれを想定したものではなく

後で気づいた。内外が連続するものはエッシャーの絵だ。

エッシャーの描いた二次元の絵は水が下に落ちてなん

となく流れていると上に上がっているという非常に不

思議な現実の世界ではありえないものだが、二次元の絵

ということでトリックを使いながら実現している。これ

と近い状態を空間的に先ほどの公衆トイレで実現でき

たのではないかと思う。 

それにどんな意味があるのかという問いに対しては、現

実的に今われわれを取り巻く状況は内と外がくっつい

てしまっており、どこまでも一つの社会であったり、あ

るいは同じ約束事で運営されていたりして判らなくな

っている。あるいは私個人はどこからどこまでが個人で、

どこからがパブリックなのか。インターネットを見ると、

日本に居ながら世界のことがある程度わかってしまう。

勝手に私自身の中にパブリックが入り込んできたりす

る。２０～３０年前にはありえない、色んな垣根が取っ

払われ逆に困った状態でもある。しかし、そういった空

間は現実にはなかなか無いのだが、それに近いものを作

ることができたと思っている。それに近いものとして数

学の世界に出てくるモデルでクラインの壷というもの

がある。外側であったものが内側に入り込んでいってい

る。内側に入り込みながら、もともとこっち側の空間に

発生したものが、こっちにいつの間にか入り込んでいる

といったちょっと不思議な空間だ。これは理論上はある

のだが現実的にはない。これに近い空間に仕切るという

ことで、先ほどのトイレは多少われわれに実感させてく

れるのでは？と思う。 

これはトイレの中に入ったところで、外のようにも見え

るが、女子トイレの入り口を入って振り向くとこんな風

に見える。まさに中に入ったのに外になっている。この

考え方は三つの円筒形を帯状のものが螺旋状につなが

って作っている。この円筒形はまったく正円です。非常

におかしな形が、手で粘土をこね回している間にできた

ように見えるかもしれないが、ある種幾何学的な約束事

にのっとって、多様な表情を作るようになっている。建

築という限りはある程度技術・情報を多数の人が共有し

て作っていかないといけないわけだから、ジオメトリー

に基づいて、なおかつ均質で決まりきった同じような物

の繰り返しでない多様性がある物が作られると良いの

ではないだろうかと思う。たまたまこのような小さな物

は比較的やりやすい。 

均質性と多様性は切断面で描くとわかりやすい。平面的

にスライスしていくとこのように断面につながる。大概

の建物は断面がほとんど一緒なのだが、その結果何を物

語っているかというと、どの場所の空間も同じというこ

とだ。しかし、ここでは高さや位置により断面線が変わ

っていき、それだけ空間が変化している。変化していく

ことが良いかどうかは疑問もあるが、一つのモデルとし

て考えれば可能性も見えてくると思う。 

男子トイレの中に入るとまた外が見える。自然の中でし

ているような雰囲気もあり、風が多少入ってきて寒いと

きもあるが、気持ちがいい。 

こんな風に小さなものなので、こんなこともありうるだ

ろうが、私自身も限界を感じているし、空間に転換でき

ないだろうか。コンピューター上では、視覚的な広がり

のある展開ができると考えＣＧシミュレーションをし

た。「縦方向、横方向広がりをもって変化のある空間が

あっても良い」という可能性もあると考えている。 

今見てもらった公衆トイレはわれながらすばらしいア

イデアだなと思っている。これを十何年もかからずに一

発で思いつけば天才かもしれないが、そうはいかずここ

まで来るのに十年ほど考えながらちまちまとやってき

た、その足跡を見てもらおうと思う。 
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コルゲートシートという鉄板を使って始めて作ったも

のが『サイクルステーション米原』という駐輪場で、新

幹線の米原駅の駅前にある。断面は円弧の連続にしてい

る。そうすると力も伝わりやすいし、流れやすい。施工

性が非常に高いということで折れ目なく円弧が連続し

ている。これは工場で曲げてきて、現場ではボルトでく

っつけるだけになっている。駅前広場に面して駐輪場を

つくらなければいけないということで、町役場のほうか

ら予算はないが街のイメージ作りになるようなものを

考えられないだろうか、ということではじめた。面積が

小さいのだが 300 台ほど置かなければいけないのでス

ロープを作って 1～2階におけるようにしている。この

当時考えていたのは柱・梁・床というものはどうしても

必要なものだが、なんらか（柱・梁・床・壁による）構

成的なつくり方を弱くできないかということで、屋根と

壁というものをつなげて空間を確保するようにした。こ

こには柱・梁があるが、連続することによって外壁～屋

根にかけては鉄板だけでできている。そうすることで屋

根・壁を連続し切れ目のないものでできた最初の事例。

一枚のパーツは大体 1.6m×2m ぐらいで、工場から運ば

れてくる。波型の状態でこのアールは工場でオーダーす

れば曲げてくれる。 

断面の形状はこの波型の山が 51㎜あり、この厚みは規

格で決まっていて、一番薄いもので 2.7mm。3.2、4.0、

4.5 一番厚いものは 12 ㎜ぐらいまである。それぞれ力

のかかり具合によって必要な厚みを選ぶ。谷側と山側を

ボルトでサンドする。このボルトも既製品。これらのパ

ーツはコルゲートパイプといわれるもののパーツです。

昔、カワイケンジさんという人が 30年以上前にドラム

缶ハウスを、豊橋のほうでコルゲートパイプを使って住

宅を作られました。それを見て早稲田にいる石山修武さ

んが、可能性を感じていろいろ展開した。ただ私のスタ

ンスと少し違うのは、カワイ・石山さんが使ったのは基

本的な規格のパイプだ。工業パーツをパイプ状にしたも

のに人間が住めるということ。工業技術・工業生産品の

中で従来の伝統的住宅。あるいは、プレハブの住宅では

ないものにわれわれは住むことが可能だと。そしてより

自由な状態を与えてくれるメッセージだったと思う。 

私は既製品を違った用途に転用する意識ではなくて、そ

れらのパーツが持っている可能性をもう少し展開でき

るのではないかという意識で今まで作ってきた。見てそ

れらの可能性を強く感じたのだが。もう少し一般的なも

ので考えられないかということで駐輪場を作った後に

住宅の依頼を受けて非常に規格化されていて安定供給

されていて、考えようによっては比較的ローコストにで

きると理解したのだが、ちょうど依頼のあった住宅で考

えてみた。一番の特徴は、駐輪場は一つのシェルター・

面上のものだったのに対し、これは二つ重ねたことによ

って、奥のほうに風と光を取り入れることができるとい

うところではないかと思う。後は同じように、やはり円

弧の連続で奥のプレートと手前のプレートを作り、ここ

には鉄骨のフレームが入っている。 

これが完成したところですけれども、場所は高槻の JR

と阪急の間を少し東に行ったあたりで、こういった住宅

街だ。１階は漢方薬局屋と鍼灸院。２階・３階・４階は

真ん中で二世帯にして、鍼灸院の主人が上に住んでいる。

ここでは同じように屋根・壁を連続させながら、中心部

の柱・梁のフレームに対してここからここまでをコルゲ

ートだけで持たして、材料を少なくしている。壁厚も薄

くなり有効空間が広くなる。駐輪所とは違い居住空間で

すから、当然夏暑いだろうと思われるので、断熱を二重

にしています。一つは発泡ウレタンを吹き付けて、その

後グラスウールを 100 ミリ入れて、それからボードを貼

っている。この天井部分の熱はほとんどない。正面のガ

ラスはペアガラス。ただ直射日光が入ると夏は非常に暑

いので、状況によってカーテンやブラインドを閉める。

ただ南側は眺望がよいので基本的には開けて眺望を楽

しんでもらう。３階の吹き抜けのところは大きく開口で

きるので、夜見られてはまずいときはブラインドを閉め、

自分が楽しみたいときは開放する。 

住宅では断面的に縦方向に二つのプレートで作ったわ

けですけれども、その後にある小さなオフィースを頼ま

れ、平面的にこれも展開できないだろうか？ということ

で考えて作った。これが二つのプレートです。1階部分

と２階部分。この交点の部分に柱や梁のラーメンを入れ

ています。外側に薄いプレートで外壁を作ってやるとい

うプロジェクトだ。鉄板は波型の少し小さいものを使っ

ているので表情も少し違う。この波型鉄板は構造強度が

あるので柱と柱の間はこれだけで持つ。従って非常に薄

い壁ですむ。ここの壁は断熱材を含めて 60㎜ほどで出

来ている。シビアに面積を確保しなければいけない場所

ではないが、壁厚で面積がとられることもない。中央部

分に柱・梁など規則性の高いものを入れて外壁を自由に

変化させることにより、建築の表情が獲得できる。東面

はちょっと開口が少ないが、交通量の多い道路やコンク

リートプラントもあり埃が多いため、こっちは閉鎖的に
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している。 

内部に入るとこれは閉鎖した側の壁で、こっち側で開口

を採っています。先ほど言っていました 60㎜厚の壁は

これで、柱からちょっとはなれて鉄板面だけで自立して

いる。 

駐輪場から３つ程作ってきたのですけれども、波型鉄

板というものは非常に有効だと感じた。成り立たせるた

めにどうしても柱・梁のフレームがでてくる。ある程度

構造強度を持っているのであればコルゲートシートで

自立できないものかと考えていたところ、福井県にある

京福電鉄の駅の一つでオオゼキという無人駅の施設の

依頼を受けた。断面で判るのだが、地面に固めておきキ

ャンチレバーではね出す事と、両側を固定しておいてド

ーム上にする２つのパターンを考えてコルゲートシー

トを自立するように考えた。機能性と多様性、ある決ま

った状態と変化する状態を基本的には考えていたので、

地面を拘束する一つの点としその上部で変化させる。３

～４ｍごとに縦断方向に切り上部に出てきた曲率を変

化させる。そうすることにより内側の空間を変化させて

いる。線路側からは隙間が見えるが、この中を通ってい

く。駅のプラットホームのシェルターではない。駐輪場、

ちょっと休憩する待合がある。通路は内部空間と言える

かどうかだが、直射日光をさえぎり雨風は多少しのいで

くれる。福井県ですので雪も多少入ってくるということ

です。内側を見てもらえばわかるが、スチールシートだ

けで自立をしている。 

これは夜の状態では、照明器具を下に仕込みましたので、

アッパーライトで全体が照明器具のようになっていて、

おもしろい空間になった。これも前述の公衆トイレと同

じ小さい規模であったことが幸いしていると思う。 

次にちょうど 01～02 年の無人駅の仕事が終わるころに、

また別の電鉄から偶然無人駅の設計を依頼された。先の

プロジェクトをしながら少し疑問だったのは、地面とい

うものは建築を拘束する要素が強いということだった。

なかなか地面から離れることができない。しかしこれは、

屋根・壁が連続していて、いわゆる均質フレーム縦横の

直角の四角いボックスの建築とは少し違うものが出来

たのではないかと思っている。地面の拘束力が強く、な

かなか吊ることができないなと思っていたところ、たま

たまこの無人駅はプラットホーム形式で地面から少し

浮いている。地面から離さなければいけなかったもので

すから、床・屋根・壁という要素を連続することが出来

るのではないかと考え、屋根・壁ニ要素の連続から屋

根・壁・床と三要素連続して作れたプロジェクトである。 

上りと下りの２つの待合室がある。2㎡ほどの本当に小

さなスペースだ。側面にガラスが入っていて雨・風・雪

は防げる。直射日光も若干防げる。敷地はあとで作られ

ることになったので 2.1m しかありませんでした。その

中で考えなければならなかったので、非常に細長いもの

になっている。奥のほうに余地があったので少し幅が広

くなっている。非常に小さなものだがこんな風に考えて

みたいなと思っていたところそういったプロジェクト

がきたものだから、小さいながらも多少問題意識の上で

考えることが出来た事例である。非常に小さなプロジェ

クトだが、なぜ急にこんな駅ができたかというと、近く

に何百億といった非常に大きなホールが畑の真ん中に

作られることになり、その利用者の中には車で来られな

い人もいるので、急遽駅が必要になり、この大きな施設

の最終の洗いの費用と同じくらいの非常に安い工事費

用で出来た。ということは設計料も非常に安い。これは

笑い話だが、これだけしかないけれどやろうと頑張り、

結果としてある建築の賞をいただいたので非常に喜ん

だのだが、なんと賞金のほうが高かった。頑張ればいい

こともあるという事例だ。昼と夜とで表情が違う。町の

重要なポイントなので、なるべく変化のある表情を持っ

て欲しいということで外観を考えた。 

こういったプロセスがあり、ようやくここまでたどり着

いたというわけなのだが、いくつかやっているうちに次

のようなものが出来た。このアイデアが非常に面白いの

で更に展開してみようということで考えたのが青森県

の美術館のコンペ案だ。当選は青木淳さんの案で、今建

設中だ。この案は残念ながら賞の端にもかかっていない。

しかし一生懸命アイデアを練ったので自分では気に入

っていたところ、海外のメディアが興味を持ってくれて

いくつかの雑誌で取り上げられた。これは先ほどの連続

する５つの帯状のものを複合化させている。大きなもの

ですから床を差し込んで 3層ほどの規模になっている。

このときは鉄板ではなく PC版（プレキャストコンクリ

ート版）を工場で曲げてきて現場で作るといった提案を

した。構造的には非常に難しいので、川口先生に相談し

たところ「まぁまぁできるのではないか」ということで

したので裏づけももらっている。模型はうちのスタッフ

が一生懸命に作ってくれ、なかなか格好よくていいなと

気に入っている。 

今までいくつかやったプロジェクトは、もちろんコルゲ

ートという素材が持っている可能性に影響されている
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が、（構造や表層が）連続して区切りがない。非常に構

成的な-物事を組み立てるという意味の構成だが-考え

方ではない立場に立っている。次に、その延長上で円弧

と直線状の組み合わせで、円弧と直線の空間を作るよう

にした。これは先ほどのコンペ案もそうだが円弧だけで

は非常にデットスペースが出てしまうので、ある程度現

実的なスペースとして円弧と直線が必要だろうという

試みをした。これは滋賀県の北にある道の駅のようなも

ので、地場の農産物を販売する施設。道路側はオープン

になっていて反対側は北風で雪が吹いたりするので、そ

っち側を壁として屋根を下ろしていって閉鎖をしてい

る。基本的なフレームは木造。スチールの屋根・壁＝連

続するものとフレームという風になっている。琵琶湖側

が道路で、そちらに向かって開いており、反対側は閉鎖

的になっている。入り口というものを明確にせずどこか

らでも入れるというようにしている。考え方としては規

則性というか、建物の方向性をなるべく強くしないとい

う方向性で作った。内部は、現在はたくさんの農産物が

置かれている。 

同じ考えで作ったプロジェクトで、西宮にあるオフィス

ビル。直線と曲線の連続。手前にあるのが国道 171 号線

で、その南側に建っており大阪から来ると左に見える。

もう 200～300ｍいくと大きく左へ曲がって阪神の西宮

駅に行くあたりにある。建築設備の会社のオフィスビル

で、めずらしく私の仕事を見て依頼をしてくれた。材料

としてはコルゲートシートではなく、よく似ているがボ

ルトの出ないプランクシートというものを使った。これ

も基本的にはトンネルに使うものなのですが、内側でボ

ルトが締められるようになっていて、外側にはボルトが

出てこない。それからこちらは大きな目地があるところ

で、普通の 1.0 ㎜ぐらいの折板を使っている。このプラ

ンクシートと呼ばれるものは 3，2mm の鉄板。構造的に

はここから下まではここからここと、ここからここは自

立しています。この折半は構造性があるがそんなに強く

ないので各フロアーで支持をしている。上のオフィース

には比較的開放されているところと、多少目隠しになっ

ているところがある。このコルゲートシートは基本的に

は亜鉛メッキをしており、時間が経つと酸化をしていぶ

し瓦のような状態になる。ピカピカ光っているのは 3

ヶ月ほどで雨が降るとすぐに光らなくなる。このアイデ

アももう少し立体的に大きくならないかという、希望的

なイメージ、こんな風な空間があってもいいかなという、

一つのシミュレーションだ。 

次に直線と曲線についてだが、今の 2事例は直線と曲線

の連続ではあるがそれぞれが連続的につながっている

わけではないので、当初やった『スプリングテクチャー

播磨』のトイレのアイデアと直線と曲線の考え方をミッ

クスしたものをやろう！ということで、今年取り組んだ

プロジェクト。これも滋賀県の田舎のほうにある住宅地

のなかでの増築のような仕事だ。これは同じアイデアだ

からプレートが連続して奥につながっていくというも

ので、ギャラリーつきの小さな住宅で、ガレージの奥に

ギャラリーがあり、ダイニングだとかがついている。内

部の庭の向こうがギャラリーになっており、手前がダイ

ニング。この向こうがここと同じように外側から内側に

いってまた反転をしてまたつながっていくところだ。ダ

イニングの向こうに寝室がある。内部の断熱は塗装断熱

で最近いくつか使っている。もともとは NASA で開発さ

れたもので、スペースシャトルは大気圏突入で摩擦熱を

受けるという事と、エンジンがあるので内燃機関から外

側に熱が出るという２つの問題があり、宇宙船だから断

熱にスペースをそんなに割けないので非常に薄くて断

熱性のよいものが要求され、その中で開発されたものを

ここに塗るようにしている。非常に高価なので、まだ全

部は塗れていない。平米当たり 5000 円程で、塗れば塗

るほど効くが、同時に高くなるという困った材料で全面

には塗れていない。あと、これには落ちがあり、この間

妹島さんも使っていて、今日本で流布しているものは比

較的技術の低いもので、最新の技術はまだ NASA が握っ

ており、我々民生用には使えないらしい。5～6 年、も

しくは 10年位したら、また次の塗装断熱材が街中に出

て、このシーンを変えてくれるのではないかと思う。 

今と全く同じアイデアで、懲りもせずにいろいろと考え、

これもコンペで残念賞だった案だ。これはフェリーター

ミナルのコンペで北原さんが取り、今工事中だ。頑張れ

ば良いことがあるものだということで、これもまた海外

の雑誌社が興味をもってくれて取り上げてくれた。お蔵

入りにならなくてすんだものだ。これも PCで考え、最

終は金属板で仕上げるという工法。これも内外が連続し

ていくというもので、また例によって繰り返しがたくさ

んあるとどうなるかという CGだ。模型は非常に評判も

よくヨーロッパに行って先日帰ってきた。 

今までは『連続するもの』を見てもらったが、その前に

『包む』というイメージが日本の文化的イメージの背景

にあるという話をした。次は去年できた住宅で、比較的

「包む」というイメージで考えたプロジェクト。この
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赤・青・緑で分けられたものは諸室です。それを最適な

ところに配置するためクライアントと相談しながら、こ

れを『クルッ』と包んでやるという考え方だ。外壁は折

板で、中の構造体にはスチールフレームが入っていて、

それを折板でくるんでいる。この部分は折板そのもので

断熱をしておらず、内部に入るとしているということで

す。ここで見ると厚みがあるが、この部分は断熱してあ

り、発泡ウレタンの断熱材であれば十分鉄板だけで持つ。

ここでは 2層あるので折板だけではなかなか難しいが、

真ん中で固めることにより、ここからここまで折板だけ

で 2層分を飛ばしている。左側も折板だけで 14㎝と比

較的薄く出来ている。 

同じ折板のプロジェクトで小さなものだが、岡山のほう

でやった工場の事務所。ここの折板は折り曲げる形で 2

つ折り曲げて、中に事務所と休憩スペースを作るといっ

た単純なものである。これは内部の重なったところで、

通路があり左右に部屋がある。この折り曲げはコルゲー

トシートを連続するのではなく、板状のものを折り曲げ

る仕方で考えてみようといったプロジェクトだ。 

これは兵庫県の山の中でやった温泉銭湯。こちら側に 3

つ程浴場があり、こっちは共用スペース。これは反対側

から見たところで、考え方としてはこういう板状のもの

がビリビリと折れながら続いているというものです。こ

れは中庭から見た折れたところ。高いところとの食い違

いの段差部分にいろんな光や風が入ってきたりするこ

とで「すきまが面白い」と思う。これはエントランスの

部分で手前が高くて奥のほうが低い。折れ曲がりそのま

まの変化を出している。2つの折れ曲がりの角度が重な

ったところだ。先ほど 3つと言ったが、男性用・女性用

ともう一つは身障者用のリハビリ施設だ。これは男子の

浴場で、折れ曲がりの重なったところから風を抜くのと、

光を入れている。実際はもう少し暗いと思う。 

これが最新のプロジェクトで大阪の北浜で作ったオフ

ィスビル。先ほど 15年と言ったが、15年目にして初の

大阪市内のプロジェクトです。初めて事務所から歩いて

いける現場で移動には楽が出来た。7層の広告代理店専

用のビルだ。考え方としては、帯状の板状のものを折り

曲げていくという形でそれぞれ必要なスペースを確保

する。もちろんここにはフロアーが一つ入っています。

1層・2層・3層・4層となっており、考え方としては板

状のものを折り曲げるといった考え方である。工事中の

北浜の証券取引所のちかくで、そこから南東の筋向いに

ある。 

あとはいくつか大きなプレートを曲げながら包み込む

といった形のイメージで考えたもの。これは福井県の田

舎のほうにある敷地で、そこに伝わる伝統芸能のお祭り

とその練習をする場所だ。断面は非常に大きな屋根の下

に一層分で 6mある公民館のようなスペースを設けてお

祭りをするというもの。左側がお祭りをするときの導入

路で、こっちはお祭りをして人が集まる場所である。も

ともと外部でやられていたものなので、外部的・開放的

なイメージを出したいということで透明のガラスにし

た。これはお祭りをする舞台だが、ここで子供が神楽を

舞って、大人がそれを取り囲むといったお祭りである。

お祭りでは、500 人くらいは集まるだろうか？4 年に 1

度、睦月にやる。 

このあとはいくつかの公園のプロジェクトで、建築だけ

ではなく、たまたまオープンスペースである公園をする

こともある。 

これは先ほど駅前の長細い施設をみてもらったが、あれ

と同じ地域で、同じ事業の中でしたもので、あの施設か

ら少し山のほうに入ったところに、湧き水のある地域が

何箇所かあり、その湧き水がちょっとしたポケットパー

クになっている。昔から信仰の対象になってきた場所だ

が、そこを少しきれいにして地域外の人にも楽しんでも

らえるようにしようということで若干、シェルターのよ

うなものを設けたプロジェクトである。この間口が 10m

程あるが、ここにベンチを置いて休憩スペースをとった

がここの地域も雪が降る。屋根の真ん中を梁を受けてや

らないと下がってしまうからである。1本では当然持た

ないので何本かを斜めに受けることによって、地震など

の水平力にも持たせるようにしている。これも問題意識

としては、なるべく縦横を明確に切らないためにこんな

風に指定いる。反対の奥から見たものだが、湧き水のあ

るところ。これはシェルター。こところで、これをやっ

ている途上で隣は民地だったのだが、ここの人が今は住

んでいなくて「町できれいにするなら土地を提供する」

ということで、突如敷地が 2倍になってしまい、突如計

画を変更した。 

それがこちらで、奥にシェルターがあり、もともと木が

うっそうと生えていて湧き水があったので「なんか神秘

的で落ち着いていていいなぁ」という場所だった。しか

し提供を受けて町がきれいにしたものだから、すっかり

オープンにしたことにより、敷地を見たときこれはちょ

っと開け過ぎだと思った。多少奥行き間を取り戻したい

のでこのような柵を作った。これはスチールのパイプで



 10

できている。黒っぽい色をしているが表面処理で黒っぽ

くする ZP処理をし、これで後々腐食しないようにして

いる。このようなフェンスをいくつか配置し、中まで見

えないように少しスクリーンを立てるという考え方だ。 

これはまた別のプロジェクトで、ひょんなところからひ

ょんな依頼を受けるのだが、これは街中を流れる河川の

周景を考えて欲しいという珍しいプロジェクト。ちょう

ど 400mくらい川が街中の家並みがあるところを流れて

おり、幅が 4mくらいのところに、橋が全部で 40個くら

いあった。駐車場になっていたり、ごみ置き場になって

いたりするので 7つほどに整理をし、それぞれの表情を

変えて（公のプロジェクトとしては良くないのだが）斜

め向けて橋をつけている。普通橋は川に直角につくもの

だが、斜め向いている。渡る方向もあるが、渡ることを

優先に架けたわけではない。むしろそこに留まり休んで

もらうといったイメージである。斜めの橋はあまりない

のではないかと思う。いくつか橋が出てくるが、こんな

風に斜め向いている。下はポケットパークで、この水路

に付属する公園である。大きな屋根をつけてやることで、

「多少の居場所を与えてやれれば」ということで作った

公園である。 

もう一つ公園で、通路を作ってジョギングコースになっ

ている。その一部の周りに壁を建てて見えるシーンがそ

れぞれ変わっていき、スロープを登っていく。歩くごと

に見え方が変わり、風景も高さも変わっていくと。その

変わっていくということは変化をするということで、風

景の多様性を作りたいという趣旨だ。 

次はシンガポールであった集合住宅のコンペ案だが、

柱・梁という四角いものの連続ではなく、ボール状、し

かも大きさの違う泡状のものを積み重ねて出来ないか

という案だ。これも残念賞。ボール状・泡状で考えたこ

れに近い案は幼稚園で目下工事中だ。ここでは高層では

ないので平面的にいくつか必要なボールを横に並べて

いって屋根をかけている。平面的には保育室・遊戯室・

職員室といった必要なボリュームを配置して屋根でつ

なげるという考え方で、屋根の泡状の丸いところは木造

のトラスで作っている。通常は集製材が多いが、なんと

か集製材は使わず、またジョイントが難しいのだが、少

し工夫をして集製材ではない無垢の木を使って作って

いる。来年には見てもらえる機会があるだろう。公共施

設なので決まりきった建設コストのしばりがある。 

私たちのような弱小事務所でもこんなことが出来るよ

うになったのは、コンピューターが安く、ある程度高性

能になってきて、力強い武器になったからという風に思

う。15 年前ならばほとんど使い物にならないコンピュ

ーターも非常に安く力強い武器となって、それとともに

構造事務所も連動して新しい構造の考え方、従来の断面

的な XYZ の力の分析ではない分析の仕方が出来るよう

になっているし、ソフトの使用料も比較的安くなってき

ている。工事をする方も従来であれば「これは大変だか

らやめておこう」ということも多かったと思うが、シミ

ュレーションを比較的有効に使えるようになって現場

に反映できるようになってきたということで、従来建築

現場は最も遅れている業界だといわれていたが、徐々に

そういう面では変わりつつある。作るという現場の大変

さは変わっていないが。 

いくつかずっと見てもらった仕事は、「均質性と多様性

をどのようにミックスさせればいいか」という問題意識

で取り組んできた。囲碁というゲームは均質な桝目に

白・黒という非常に単純で抽象的な 2つの記号を、2人

の人間がぶつけ合うことによりゲームが成り立つとい

う、非常にシンプルなゲームだが、そこに出来上がって

くる内容はさまざまに変化のある多様な状態が生まれ

てくるといった、わたしがいつもイメージしているもの

に最も近いものだと思っている。 

（司会）たくさんのスライドを見ながらご説明いただい

たわけだが、均質性に対する多様性をどういう風に確保

していくのか。地域性のあるところでの仕事もたくさん

あったようにお見受けするのだが、地域性のある中でそ

の地域の均質な空間というものがあると思う。それに対

して異質なものを挿入するといった作為があるのかな。

と思ったわけだが、そういったことも含めて、皆さんか

ら何かご質問があれば承りたい。 

 

Ｑ色々な作品を見せてもらったが、ついつい今までの習

い性で柱・梁というもの、あるいは水平垂直を意識した

空間を考えてしまいがちだが、とにかくそれから脱却し

たいという意思が強いのかなと思っだが、、その辺を今

まで色々ご説明いただいたことで説明し尽くされたか

とも思うのだが、もう少しそもそもそこのところを脱却

したいという意思がどの辺から出てきたのかを、水平・

垂直の均質性を脱却するために努力されてきたと思う

のですが、もう少しご説明いただければと思うのですが。 

 

Ａ：よく言われる話なのですが学生のときにヨーロッパ

を旅行しまして、向こうの建築を一生懸命つぶさに、そ
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れこそ飯も食わずの状態で一生懸命見て何十・何百と見

たわけです。最後の結論は、やはりこれらには敵わない、

何か違うのじゃないかと思ったのです。それが大学の 3

回生のときだったかな。2ヶ月ほど初めてヨーロッパに

行って、面白いしすごいなと思いつつも旅行の終わり頃

になったとき、これを相手にして何ができるのか、もち

ろん伝統的な石の建築もありますし、新しいジャンヌー

ベルや新しいアラブ研究所などもやっていましたし、さ

まざまな現代建築を含め見て、そこではたと止まって、

お手上げ状態になってしまったわけです。ではそこから

何が出来るのか？と考えたところ、木造建築というもの

は柱・梁の直角が同じように大前提になっているのです

けれども、スライドで見てもらったように、原点を考え

るとちょっと違うかなと思うものがあったわけです。工

法・材料として同じようなものもありますけれども。原

点のイメージとしては違うな、と少し自分でも見つけら

れるようになって、事務所に勤めたり、独立したりした

最初のころは多少の問題意識はあるのですけれども、そ

れをどう整理するかわかっていなかったし、今もさして

わからなくて、何か大きな勘違いをしているのではない

かと思いますけれども。 

じゃー何をすればいいのかという時に自分を見つめな

おしてみると、アメリカ人でもないし、ヨーロッパ人で

もないし、明らかにその背景が違うなと。ここ何年かは

アメリカやヨーロッパの建築家と少し会話することが

出てきたのですが、そうすると余計にあなたは何を考え

ているのか。なぜそうするのか。と、お互いに議論しま

すし、自分に何があるのか自問自答することが、まさに

増えてきているのです。でもやはり原点は学生のころに

行ったあの時の印象が一番強かったですね。 

（司会コメント） 

ご自身のアイデンテティーを確立したいということな

のだという風にも思います。 

 

Ｑ：企業秘密かもしれませんが、これからの流れである

とか、今おもしろいなと感じ、取り入れていきたいと思

っていらっしゃることがあれば教えていただきたいの

ですが…。 

Ａ：それもすぐに見つかるものではないので秘密にする

必要もないのですが、日々考えながら見つけるという状

態です。一つ感じているものは日本人が持っているもの

を大事にするべきだろうなと、今更日本人なんてあるわ

けないという意見も一方にはあるのですが、明らかにま

だ残っているし、あるのではないかと思うのですね。多

少ちょっとデザイン的な側面で言うと微妙な差異を見

分けられる能力が強いのではないかと思い増す。日本人

の感覚にはそういうものがあるのではないかと思いま

す。それを違う言葉で言うと情緒を理解する。それがひ

とつの我々が提案する可能性の大きな部分じゃないか

と思っています。空間であったり、建築であったり、も

う少し広げると街もそうかもしれませんが、そういった

面が一つあることと、もう一つはコンピューターをどの

ように使えるかです。単に計算やシミュレーションをす

るだけでなく、人間とは違う働きをしますます能力が高

くなっていくわけですが、人間と同じものを求める必要

はないし、はなから違うものであるのでそれをどう使い、

どう向き合うのかこの 2 点が目下のところ興味のある

ところです。 

 

Ｑ：先生の建築は直線と円弧の組み合わせが多いですけ

れども、それはなぜですか。 

そういう形が好きだからですか？ 

Ａ：どこかに好き・嫌いはあるかもしれませんが、基本

的には構造的であるということをずっと考えてきたの

です。力がスムーズに流れるためには、曲線が連続して

いるほうが力はスムーズに流れると。直角に折れている

とそこに力が集中する。集中したときに壊れないように

するためには補強しなければならないと。そこに補強す

ると根元に付属してその近辺の柱・梁の断面が大きくな

っていく。その結果建物が重くなる。 

四角い状態を守るためには、どんどん拘束されるものが

多くなっていくのです。それは結果構造的ではないだろ

うと思うのです。だからなるべく力がスムーズに流せる

ことはないかなと考えると、円弧状の状態で力を流して

やるのがいいのではないか。しかし 100％いつも・常

に・どこでもそうではないのですが、そういう方向が一

つあるのではないかということで採用しています。 

 

Ｑ：先ほど日本人ということを大事にするといわれたの

ですが、それは地域性や地域のアイデンテティーを大事

にすることだと思うのですが、地域の均一間のある町並

みの中に遠藤さんのようなああいう明らかに違う建物

を持っていくことの意義ってどういうことがあるので

すか。 

Ａ：ケースバイケースなので非常に難しいのですが、一

つはボリュームを崩さないこと。町の持っているボリュ
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ーム感を崩さないことが町並みであったり、一つの質を

守る点であったりします。次にその状態が守るべき状態

なのか、改変されるべき状態なのか、その途上にあるの

か。いくつかの状態にあると思いますが、町並み保存と

いう形で保存される状態であれば、そこで固定されてい

るデザインを保存していくということが選択されると

思います。ではなしに 30年 50 年といったある程度のタ

イムスパンの中で変わっていくということであれば、ボ

リュームを大事にしながら異質なものを挿入して徐々

に変わっていくということもあると思います。一概には

言えないのですけれども。大事な点としてよく伝統を大

事にしなければいけないとよく言われるのですが、伝統

というものは私が思うに、新しいものの積み重ねが伝統。

単に古いものを守ることが伝統ではなく、新しいものを

積み重ねていく中に伝統が作られていく。それを眺めて

今の私たちはどう選択するべきかを判断しなければな

らない。それが先ほど言ったように保存なのかあるいは

周景なのか修復なのか、改心していくべきなのか。それ

はそれぞれに議論され選択されていくのだろうと思い

ます。 

 

遠藤秀平略歴 

1986 年＝京都市立大学大学院を修了。 

同 年＝美建建築設計事務所入所 

1988 年＝遠藤秀平建築事務所設立 

代表作＝『サイクルステーション米原』、『ヒールテクチ

ャー小森』、『トランステーション大関』 

『スプリングテクチャー播磨』、『ルーフテ

クチャーＡＷＤ』、『スローテクチャー醒ヶ

井』等 

受賞暦＝1993 年：アンドレア・パラディオ国際建築賞 

1998 年：ＫＦＳブラウン環太平洋文化建築デ

ザイン賞 

1999 年：グッドデザイン賞（日本産業デザイ

ン振興会） 

2000 年：第７回ベネチア ビエンナーレのサ

ード ミレニアム コンベティション大賞

受賞 

2001 年：フランチェスコ ボルロミーニ国際

建築賞入選 

2003 年：芸術選奨文部科学大臣新人賞受賞 

等々受賞多数 

 


